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絶対評価時におけるユニフォームの色の印象
有　賀　敦　紀（立正大学）
Measuring the impression of uniform color: The case of absolute evaluation
Atsunori ARIGA（Rissho University）
　ユニフォームの色やデザインは、組織のイメージを
発信する重要な役割を担っている（対外効果）。このよ
うなユニフォームの心理的対外効果に関する研究はこ
れまでに蓄積があるものの（e.g.,小暮 ・ 金子 ・ 五十嵐 ・
植木，2007；庄山 ・ 栃原 ・ 窪田 ・ 青木，2012；横井 ・
齋藤，2006）、衣服の色やデザインは流行の影響を大き
く受ける。同時に、衣服に対する観察者の印象形成も
時代とともに急速に変化する。実際、私たちは数年前
の衣服の映像や写真を見ると、直感的に“古い”印象
を受ける。さらに、これまでのユニフォームに関する
研究においては、特定の職業（e.g.,介護服や看護服な
ど）に焦点が当てられており、ユニフォームが持つ基
本的・普遍的な対外効果については検討されてこなかっ
た。そこで本研究では、ユニフォームがもたらす心理
的対外効果に注目して、色をキーワードに認知科学的
研究を行い、最新の基礎的知見を得ることを目的とし
た。
　これまでの心理学的研究では、衣服の色が観察者の
印象に与える影響ついて検討されてきた。例えば、石
原 ・ 鈴木（1995）は、モデルの顔刺激のみを調査参加
者に呈示する条件と、同じモデルの上半身（顔と衣服）
を刺激として調査参加者に呈示する条件を設定して、
調査参加者がモデルに対して抱く印象を比較した。そ
の結果、衣服の色やデザインは、モデルの顔刺激のみ
に対して調査参加者が抱く印象を大きく変えることが
示された。また、欧米の研究（Elliot&Niesta,2008）
では、青色の衣服を着用したモデルよりも赤色の衣服
を着用したモデルに対して、観察者は魅力を感じるこ
とが報告されている（ただし、性差がある）。この効果
は日本人のモデルにおいても部分的に再現されている
が、人種や文化に依存する可能性も同時に指摘されて
いる（小田川，2013）。このように、衣服の色が人物の
印象にどのような影響を与えるのかについては議論の
最中であるが、その影響の存在そのものは明らかであ
る。実際に、印象操作を目的としたユニフォームのデ
ザインにおいても、これまでの心理学的知見は広く応
用されている。
　しかし、このようなユニフォームのデザインにおい
て、期待されている（i.e., 心理学的知見から予測され
る）効果が実際にもたらされているか否かについては
不明である。その理由として以下の二点が挙げられる。
第一に、これまでの先行研究は、複数の色の衣服を同
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時、あるいは逐次的に観察者に呈示していたため、観
察者はそれぞれの色の衣服に対して相対的な評価を行っ
ていたと考えられる。しかし実際に、私たちが日常生
活において人物を評価するとき、複数の色を比較して
評価する事態は想定しにくい。むしろ、目の前の人物
が着用している衣服に基づいて、その人物を絶対的に
評価することがほとんどである。第二に、これまでの
先行研究では、特定の色の衣服を着用した一名のモデ
ルに対する印象評価が測定されており、特定の色の衣
服を着用した複数の人間に対する印象評価は測定され
ていない。実際に、我々が日常生活においてユニフォー
ムを着用した人間を評価するとき、同じ色の衣服を着
用した集団に対して印象評価をすることがほとんどで
ある。
　本研究では、以上のような日常場面に即した状況を
想定して、ユニフォームの色がもたらす心理的対外効
果を測定することを目的とした。具体的には、まず研
究 1 において、特定の色の衣服を着用したモデルを単
独で呈示したときの、調査参加者の絶対評価を測定し
た（ベースラインの測定）。その後研究 2 において、複
数の人間が同じ色の衣服（すなわちユニフォーム）を
着用した事態における、集団に対する調査参加者の絶
対評価を測定し、研究 1 と比較検討した。
研究 １ ：ベースラインの測定
方　法
調査参加者　18－30歳の男女196名が研究 1 に参加し
た。
刺　激　男性モデル 6 名、女性モデル 6 名に ４ 色（赤，
青，黒，白）の衣服（すべて同じデザインのＴシャツ）
を着用させた。胸より上の上半身を 1 人ずつ正面から
撮影した画像を刺激とした（図 1 ）。モデルの表情は真
顔であった。
手続き　質問紙調査を行った。各調査参加者は12名の
モデルから無作為に選出された 6 名（男性 3 名，女性
3 名）について逐次的に印象評価を行った（SD 法，
7 件法）。印象項目は“好き―嫌い”、“大人っぽい―子
供っぽい”、“派手な―地味な”、“信頼できる―信頼で
きない”、“親しみやすい―親しみにくい”の 5 項目で
あった（Rule, Ambady, Adams, Ozono, Nakashima,
Yoshikawa,&Watabe,2010を参考にした）。なお、数
値が小さいほど上述した各項目の左側の印象、数値が
大きいほど各項目の右側の印象にあてはまるように質
問紙を設計した。各色の衣服に対する調査参加者の絶
対評価を測定するため、モデルが着用した衣服の色に
ついては調査参加者間で操作した。
結果と考察
　各調査参加者の評定値について項目ごとに平均値を
算出し、全調査参加者の平均値を図 2 に表した。 2 要
因 ４ （色：赤，青，黒，白）× 5 （評定項目：5 項目）
の分散分析を行った結果、色の主効果は有意でなく（F
（3,192）=0.28,ns.）、評定項目の主効果は有意であった
（F（４,12）=４9.03,p<.001）。要因間の交互作用は有意で
なかった（F（４,768）=1.08,ns.）。なお、年代や性別に
ついては有意な効果が見られなかった。
　調査 1 の結果は、衣服の色は着用者の印象に有意な
影響を与えなかったことを示している。これまでの先
行研究では、観察者は複数の色の衣服を相対的に評価
していた（e.g.,Elliot&Niesta,2008；小田川，2013）。
しかし本研究では、各参加者が調査を通して観察する
色は特定の一色だけであり、調査参加者は特定の色の
衣服を着用したモデルの印象を絶対的に評価した。つ
まり、研究 1 では、衣服の色に対して調査参加者が絶
対的に評価する場合、衣服の色は着用者の印象に影響
を与えないことがわかった。
研究 ２ ：集団に対する絶対評価の測定
　研究 1 では、調査参加者が特定の色の衣服を着用し
た人物に対して絶対的に印象評価をした場合、衣服の
色は着用者の印象に影響を与えないことが示された。
しかし、同時に複数人のモデルが特定の色の衣服を着
用した場合、衣服の色は集団の印象に影響を与える可
能性が考えられる。つまり、特定の色の衣服を着用す
る人物の数が増えれば、衣服の色の顕著性が増大して、
観察者の印象評価は影響を受ける可能性がある。そこ
図 １ 　本研究で使用した刺激例
（左から赤，青，黒，白の衣服を着用したモデル）
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で研究 2 では、調査参加者が集団を評価することによっ
て、絶対的な評価事態において衣服の色の効果は生起
するのかを調べた。
方　法
調査参加者　18－65歳の男女576名が研究 2 に参加し
た。
刺　激　研究 1 の刺激に加えて、モデルを背面から撮
影した画像も刺激として加えた。モデルが着用した衣
服の色は、研究 1 と同じであった。
手続き　以下の点を除いて研究 1 と同じ手続きであっ
た。各調査参加者は、12名のモデルからランダムに選
出された 6 名（男性 3 名，女性 3 名）が縦 3 ×横 2 の
マトリックスに配置された刺激について、集団として
の印象評価を行った（SD 法， 7 件法）。その際、各被
験者は以下の 2 つのパターンについてそれぞれ印象評
価を行った（パターンＡ： 6 名のモデルが同じ色の衣
服を着用して全員が正面を向いているパターン，パター
ンＢ： 6 名のモデルが同じ色の衣服を着用して、 3 名
が正面、残りの 3 名が背面を向いているパターン）。研
究 1 と同様に、モデルが着用した衣服の色については
調査参加者間で操作した。
結果と考察
　各パターンについて全調査参加者の平均値を算出し
た。パターンＡ（ 6 名のモデルが同じ色の衣服を着用
して、全員が正面を向いているパターン）の結果を図
3 に表した。研究 1 と同様に 2 要因 ４ （色）× 5 （評
定項目）の分散分析を行った結果、色の主効果（F
（3,572）=４.88,p<.005）、評定項目の主効果は有意であっ
た（F（４,12）=8４.４5, p<.001）。要因間の交互作用も有
意であった（F（12,2288）=91.90,p<.001）。その後の検
定の結果、“大人っぽい―子供っぽい”、“派手な―地味
な”、“信頼できる―信頼できない”、“親しみやすい―
親しみにくい”の ４ 項目において色の単純主効果が認
められた（p<.001）。下位検定（ライアン法）の結果、
図中の黄色の矢印が付された色において、他の色（最
低一色）よりも評定値は有意に高かった。なお、年代
や性別については有意な効果は見られなかった。
　研究 2 のパターンＡの結果は、調査参加者が衣服の
色について絶対評価をする場合でも、対象が集団であ
れば、衣服の色は着用者の印象に影響を与えることを
示している。具体的には、赤色の衣服を着用した集団
は、青色や白色の衣服を着用した集団よりも“子どもっ
ぽい”印象を与える。また、赤色や白色の衣服を着用
した集団は、青色や黒色の衣服を着用した集団よりも
“信頼できない”印象を与える、などの結果が得られ
た。
　次に、パターンＡの結果（図 3 ，モデル 6 名）から
研究 1 の結果（図 2 ，モデル 1 名）を引き算し、モデ
ルが 5 名増えたことによる効果を算出して図 ４ に表し
た。各色の平均評定値に対して 2 要因 2 （モデルの人
数： 1 名， 6 名）× 5 （評定項目）の分散分析をそれ
図 ２ 　単独で呈示されたモデルに対する印象評価
（各項目の棒グラフにおいて、左から赤，青，黒，白の
色に対応している）
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図 ３ 　 正面を向いた ６ 名のモデル（パターンＡ）に 
対する集団としての印象評価
（各項目の棒グラフは、左から赤，青，黒，白の色に対
応している）
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ぞれ行ったところ、すべての色においてモデルの人数
の主効果（Fs>5.3４, p<.05）、あるいはモデルの人数と
評定項目の交互作用（Fs>16.65,p<.001）が有意であっ
た。さらに各評定項目におけるモデルの人数の単純主
効果の結果から、図中の黄色い矢印が付された色にお
いて、モデルの人数が 5 名増えることの有意な効果
（i.e., 0 から有意に異なる効果）が得られた（p<.05）。
なお、年代や性別については有意な効果は見られなかっ
た。
　具体的には、集団が同じ色の衣服を着用することで、
色に関わらず集団の好意度は上昇する。また、集団が
赤色の衣服を着用することで、単独でその色の衣服を
着用するよりも“子供っぽい”印象は増強される。集
団が青色や黒色の衣服を着用することで、単独でその
色の衣服を着用するよりも“信頼できる”印象は増強
される、などの結果が得られた。
　最後に、パターンＡ（ 6 名のモデルが同じ色の衣服
を着用して、全員が正面を向いているパターン）の結
果（図 3 ）からパターンＢ（ 6 名のモデルが同じ色の
衣服を着用して、 3 名が正面、残りの 3 名が背面を向
いているパターン）の結果を引き算し、図 5 に表した。
各色の平均評定値に対して 2 要因 2 （モデルの方向：
正面，正面＋背面）× 5 （評定項目）の分散分析をそ
れぞれ行ったところ、すべての色においてモデルの方
向の主効果（Fs>6.03, p<.05）、およびモデルの方向と
評定項目の交互作用（Fs>2.27, p<.001）が有意であっ
た。さらに各評定項目におけるモデルの方向の単純主
効果の結果から、図中の黄色い矢印が付された色にお
いて、モデルが全員正面を向くことの有意な効果（i.e.,
0 から有意に異なる効果）が得られた（p<.05）。なお、
年代や性別については有意な効果は見られなかった。
　具体的には、赤色、青色、黒色の衣服を着用した場
合、その集団が全員正面を向くことで好意度は上昇す
る、などの結果が得られた。基本的に図 5 のパターン
は、図 ４ のパターンと類似していることから、集団が
同じ色の衣服を着用することの効果は、集団が全員正
面を向くことによって維持、あるいは増強されること
がわかった。
図 ５ 　 同じ色の衣服を着用した集団が全員正面を見る
ことの効果
（各項目の棒グラフは、左から赤，青，黒，白の色に対
応している）
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結　論
　本研究では、ユニフォームがもたらす心理的対外効
果に注目して、色をキーワードに認知科学的研究を行
い、最新の基礎的知見を得ることを目的とした。研究
1 では、特定の色の衣服を着用したモデルを単独で呈
示したときの、調査参加者の絶対評価を測定した。研
究 2 では、複数の人間が同じ色の衣服（ユニフォーム）
を着用した事態における、集団に対する調査参加者の
絶対評価を測定した。これまでに、衣服の色に対する
絶対評価を測定した研究や、同じ衣服を着用した集団
に対する印象評価を測定した研究は見当たらない。本
研究における二つの研究の結果、主に以下の四点が新
たに明らかにされた。
図 ４ 　 同じ色の衣服を着用したモデルが ５ 名増えた 
ことによる印象の変化量
（各項目の棒グラフは、左から赤，青，黒，白の色に対
応している）
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1 ）調査参加者に対して人物を単独で呈示した場合、
衣服の色が着用者の印象に与える影響は、相対
的評価によって生まれる（e.g.,Elliot&Niesta,
2008；小田川，2013）。しかし、調査参加者が特
定の色を着用した人物を絶対的に評価した場合、
衣服の色は着用者の印象に影響を与えない。
2 ）集団が同じ色の衣服を着用した場合、調査参加
者が特定の色に対して絶対評価を行っても、衣
服の色は人物の印象に影響を与える。
3 ）集団で同じ色の衣服を着用した場合、色にかか
わらず集団の好意度は上昇する。
４ ）集団で同じ色の衣服を着用することによって生
まれる影響は、集団が全員正面を向くことによっ
て維持、あるいは増強される。衣服の色と着用
者の方向が、印象評価に影響を与えることを示
した研究はこれまでに無い。
　以上の結果から、職業ごとに求められる印象を、ユ
ニフォームの色によって操作可能であると考えられる。
本研究で得られた絶対評価に基づく知見によって、職
業ごとに適切なユニフォームの色を提案することがで
きると考えられる。さらに、ユニフォームを着用した
人物が消費者に接する方向は職業ごと（あるいは職場
ごと）に異なるため、方向を考慮してユニフォームの
色を採用する必要がある。
　これまでの欧米や日本の先行研究においては、赤色
の衣服は比較的好まれる傾向が報告されてきた。本研
究の結果は、赤色の衣服が特別に好まれるというわけ
ではなく、色にかかわらず、同じ色の衣服を着用した
集団が比較的好まれることがわかった。ただし、本研
究の結果には文化や時代の影響が反映されている可能
性も考えられる。したがって、本研究の結果は、現在
の日本において効果的なユニフォームの提案に貢献で
きるだろう。
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